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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

本校には教育を点検・評価する「教育点検システム」（資料９－１－①－１）が存在する。自己点

検・評価委員会（前出資料６－１－⑤－４）は教育点検システム全体を俯瞰的に評価し，本校全体を

評議員会（前出資料６－１－⑤－５）が評価する。各委員会でも内部的に点検を行っているほか，教

育改善委員会（前出資料６－１－⑤－３）等からも点検される仕組みとなっている。 

 

（資料９－１－①－１） 

「福井工業高等専門学校教育点検システム構成図」 

 

（出典 ウェブページ） 

 

平成１４年に自己点検・評価報告書「２１世紀に輝く福井工業高等専門学校の教育と研究」（資料

９－１－①－２）を取りまとめた。これを受け，平成１６年に教育システム評価委員会（前出資料６

－１－⑤－６）が発足した。同年には日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）へ「環境生産システム

工学自己点検書」（資料９－１－①－３）を提出した。その指摘事項は関連する委員会等にフィード

バックされ，同年１２月に改善報告書（資料９－１－①－４）を提出，平成１７年５月に認定を受け

た。平成１７年度には最新の自己点検・評価報告書を発行する予定である（資料９－１－①－５）。 
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（資料９－１－①－２） 

「自己点検・評価報告書（平成１４年）」 

   

（出典 21 世紀に輝く福井工業高等専門学校の教育と研究） 

 

（資料９－１－①－３） 

「自己点検書（平成１６年）」 

   
（出典 環境生産システム工学プログラム自己点検書） 
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（資料９－１－①－４） 

「改善報告書（平成１６年）」 

  

（出典 環境生産システム工学プログラム改善報告書） 

 

（資料９－１－①－５） 

「次期自己点検・評価報告書の出版に関する記載」 

  

（出典 平成１６年度第３回自己点検・評価委員会議事要旨） 
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以上の教育点検システムで求められる教育活動実態は，シラバス（資料９－１－①－６，別添「本

科シラバス」例えばＢ－２７頁）や教員総覧（前出資料３－１－④－１）等においてまとめられ，開

示されている。この他，教育活動評価（前出資料３－２－②－５），研究活動評価（資料９－１－①

－７），教員の教育業績等評価（校長表彰）（資料９－１－①－８）において教員個々の業績を把握

している。 

 

（資料９－１－①－７） 

「教員の研究活動評価シート」 

 

（出典 研究改善委員会資料） 
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（資料９－１－①－８） 

「福井工業高等専門学校校長表彰規則」 

  

（出典 規則集３１５頁） 

 

特に，授業に関する活動実態は，半期毎に実施される授業アンケート（前出資料３－２－②－４）

や公開授業（資料９－１－①－９）で収集されると共に，成績評価資料（資料９－１－①－１０）と

して保管され，必要に応じ教員が相互に確認できる体制となっている。 
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（資料９－１－①－９） 

「平成１６年度公開授業（抜粋）」 

 
実施教員 前川 公男 

授業科目 電子回路Ⅱ 

実施日  平成 16 年 10 月 6 日 1 限目 4Ei 

関連教員１ 野村 保之 

科内教員１ 井上 昭浩 

他学科教員１ 吉崎 保夫 荒川 正和 

改善委員 野村 保之 

懇談会日 平成 16 年 10 月 7 日 

懇談会場所 電子情報工学科図書会議室（15:15～16:15） 

 

実施教員 井上 清一 

授業科目 自動制御 

実施日  平成 16 年 10 月 6 日 3 限目 5M 

関連教員１ 佐藤 匡 

科内教員１ 吉崎 保夫 

他学科教員１ 青山 義弘 井之上 和代 

改善委員 芳賀 正和 

懇談会日 平成 16 年 10 月 6 日 

懇談会場所 専攻科棟ゼミ室１（16:30～17:15） 

（後略） 

（出典 学生課） 

 

（資料９－１－①－１０） 

「成績評価資料」 

 

（出典 学生課） 

 

また，教育活動に関する資料のデータベース化を図るために，認証評価委員会の中にデータベース

ＷＧ（資料９－１－①－１１）が設けられ，資料の電子化が進められている。 
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（資料９－１－①－１１） 

「認証評価委員会の構成」 

 

 

（出典 平成１６年度認証評価委員会第２回議事要旨） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教育を点検・評価できる「教育点検システム」が整備されており，このシステムに従って教育活動

の実態を示すデータや資料が適切に蓄積され，適切に評価が行われている。評価方法は自己評価，相

互評価，学生からの評価，外部評価と多様であり，結果が的確にフィードバックされている。その成

果として数報の自己点検書を提出・開示しており，今後も継続的な自己点検の実施が定まっている。 
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観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では「学生支援体制」（資料９－１－②－１）が定められ，ウェブページで開示されている。 

 

（資料９－１－②－１） 

「学生支援体制」 

 

（出典 ウェブページ） 

 

授業アンケートは，準学士課程，専攻科課程共にこれまで５回実施されている。平成１６年度以降，

前期最終週（第１５週）ならびに後期最終週（第３０週）の授業時間中に授業アンケートを実施でき

るよう年間計画が定められ，シラバス（資料９－１－②－２，別添「本科シラバス」例えばＢ－３５

頁）にも明記されている。科目担当者は，授業アンケート結果に基づき，結果の分析や改善課題等を

記入し提出している。これをまとめた報告書は図書館等において開示されている。 

学生生活や教育環境への要望の集約のために，平成１５年度および平成１７年度に学生支援アンケ

ート（資料９－１－②－３）を実施している。学生支援アンケートの集計結果（資料９－１－②－

４）は関係部署にフィードバックされ，回答書が作成されている。図書館（資料９－１－②－５），

総合情報処理センター，学寮各施設において回答書が掲示されている。これらの対応については，自

己点検書（資料９－１－②－６）に明記されている。 
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（資料９－１－②－３） 

「学生支援アンケートの実施状況に関する記載」 

  

（出典 平成１５年度第５回ＪＡＢＥＥ委員会議事要旨） 

 

（資料９－１－②－４） 

「学生支援アンケート結果のフィードバックに関する記載」 

  

（出典 平成１５年度第１２回ＪＡＢＥＥ委員会議事要旨） 
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（資料９－１－②－５） 

「学生の要望に対する回答書（図書館）」 

  

（出典 平成１５年度第２回図書館運営委員会議事要旨） 

 

（資料９－１－②－６） 

「学生支援に関する自己点検書での記載」 

  

（出典 環境生産システム工学自己点検書７９頁） 
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（分析結果とその根拠理由） 

授業アンケート，学生支援アンケート，公開授業が行なわれており，学生の要望に対する回答が開

示されている。特に授業アンケート結果は，教員による分析・課題等を加筆した上で報告書として開

示されている。 
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況） 

平成１５年度，卒業生（修了生）に対してアンケート（資料９－１－③－１）を実施し，学校に対

する意見を収集している。平成１６年よりインターンシップ実施時に，訪問先の企業等全てに対し

「企業からみた学習・教育目標への要望および福井高専卒業生に求める能力・資質の把握」に関する

アンケートを実施している。これらの結果（資料９－１－③－２）は教員会議で報告され，自己点検

書（資料９－１－③－３）に明記されている。 

 

（資料９－１－③－１） 

「卒業生からの意見聴取」 

  

（出典 教育改善委員会資料） 
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（資料９－１－③－２） 

「企業からみた学習・教育目標への要望および福井高専卒業生に求める能力・資質の把握」 

図．１　企業意識調査　（１２１企業他）
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（出典 教員会議資料） 

 

（資料９－１－③－３） 

「学外関係者からの意見聴取の実施状況に関する自己点検書での記載」 

 

（出典 環境生産システム工学自己点検書７４頁） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学外関係者からの意見聴取については不定期ではあるが実施され，開示されている。今後も継続的

にアンケートを実施することが予定されている。 
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観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

（観点に係る状況） 

本校には「教育点検・改善システム」（前出資料３－２－②－２）が存在する。各委員会が，Plan

（計画）→Do（実施および運用）→Check（点検・検証）→Action（見直し，改善）という４段階の

役割を果たしている。各段階に議論の中心をなす委員会（Plan に関しては協議会および将来構想検

討委員会，同様に Do は教員会議，Check は自己点検・評価委員会（内部評価）および評議員会（外

部評価），Action は教育システム評価委員会および将来構想検討委員会）があり，そこでの議論に

則して他の委員会が各段階を実行する仕組みとなっている。 

近年，学習・教育目標３５項目の設定，工学基礎コースの新設ならびに混合学級の導入（前出資料

４－３－①－２），県内大学との単位互換制度（資料９－１－④－１）の導入，海外の大学との交換

留学制度の検討（前出資料７－１－④－５），公開授業の制度化（資料９－１－④－２）等継続的な

改善を行っている。平成１７年度には基本理念（前出資料１－１－②－６，別添「学校要覧」冒頭）

に基づき近隣市町村との地域連携協定を締結（資料９－１－④－３）し，積極的な地域貢献を行って

いる。 

 

（資料９－１－④－１） 

「県内大学との単位互換制度（抜粋）」 

 

（出典 平成１６年度第１５回専攻科委員会議事録） 
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（資料９－１－④－２） 

「公開授業に関する規則」 

  

（出典 教務に関する申合事項集５１頁） 

 

（資料９－１－④－３） 

「近隣市町村との地域連携協定（抜粋）」 

 

（出典 平成１７年度第１回地域連携テクノセンター運営委員会議事要旨） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

評価結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるシステムが整備されている。既に，教育課程等

の改善が進んでおり，公開授業による授業改善も積極的に，かつ適切に実施されている。 
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観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況） 

公開授業に関する申し合わせ事項（前出資料９－１－④－２）に従い，公開授業後に参加教員によ

って懇談会が開催された上で個々の指摘事項をフィードバックし，報告書を提出する仕組みとなって

いる。また，指摘事項については参加教員の再度の公開授業への参加により改善状況を確認すること

が義務付けられている。したがって，授業アンケートによる学生の意見収集・フィードバック→アン

ケート集計結果の個人分析・開示→公開授業による個人分析の確認ならびに相互評価・フィードバッ

ク・報告書の提出→再度の公開授業による指摘事項の改善確認，というプロセスで改善成果を学校と

して確認できる体制となっている。 

科目間の連携に関しては，教員間ネットワーク会議（資料９－１－⑤－１）において関連教員の参

加のもと，その具体的改善策について議論されている。 

 

（資料９－１－⑤－１） 

「科目間の連携」 

 

（出典 平成１７年度第１回教員間ネットワーク会議議事録） 
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この他，平成１６年度に実施した「ＦＤに関するアンケート」結果においては，教授方法に関する

ＦＤの希望（資料９－１－⑤－２）が出されている。これを踏まえ，ＦＤ委員会において平成１７年

度のＦＤ計画が検討されている（資料９－１－⑤－３）。 

 

（資料９－１－⑤－２） 

「ＦＤに関するアンケート結果（抜粋）」 

 

（出典 平成１６年度ＦＤ活動資料集） 

 

（資料９－１－⑤－３） 

「ＦＤ計画の改善」 

 

（出典 平成１７年度第１回ＦＤ委員会議事要旨） 
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（分析結果とその根拠理由） 

個々の教員は，授業アンケート，公開授業等の評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図り，

学校として確認できる仕組みとなっている。 
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観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況） 

本校では卒業研究発表会や特別研究発表会の他，共同研究発表会（資料９－１－⑥－１）や学協会

等（前出資料６－１－②－１６）での発表等，学生が直接先進技術に触れる機会を奨励している。 

 

（資料９－１－⑥－１） 

「共同研究発表会（平成１５年度）」 

 
（出典 校報３５巻３号１７頁） 

 

教育目標（前出資料１－１－①－２，別添「学校要覧」冒頭）に基づき，平成１６年度からは専攻

科生による「研究シーズ発表会」（資料９－１－⑥－２）を地元の商工会議所と共同で開催し，ポス

ター発表を通してコミュニケーション能力の育成を図っている。校内の研究紀要においては学生が共

著者となっている論文も多く，教育方法等の研究発表（資料９－１－⑥－３）も積極的に実施されて

いる。 

また，基本理念（前出資料１－１－①－２，別添「学校要覧」冒頭）に基づき，地元鯖江市，武生

市ならびに福井市の商工会議所との交流・懇談の場が設けられており，研究のシーズの提供と社会か

らのニーズの集約を行い学生研究テーマの設定等にも役立てている。近隣市町に対しては，地域連携

協定を締結し，共同研究や専攻科生のインターンシップ等の協働体制を整えている。 
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（資料９－１－⑥－２） 

「専攻科生による技術シーズ発表会」 

 

（出典 校報３６巻２号２４頁） 

 

（資料９－１－⑥－３） 

「過去３年分の校内研究紀要，高専教育，工学教育における報告件数」 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 福井工業高等専門学校研究紀要，高専教育，工学教育） 

 

平成１７年１月には，研究活動の教育へのフィードバックに関するアンケートが実施されている。

アンケートで得られたフィードバック内容（資料９－１－⑥－４）や事例（資料９－１－⑥－５）は

教育改善委員会によってまとめられている。 

 

 

 

 

 

 

 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

研究紀要 

（内学生共著） 

１７件 

（６件） 

２１件 

（６件） 

１２件 

（６件） 

高専教育 ５件 １件 ３件 

工学教育 ２件 １件 ０件 
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（資料９－１－⑥－４） 

「教育の質の向上及び改善に関するアンケート結果」 

 

①      研究活動により得られた新しい知見等を教育内容・方
法へフィードバックしたことがありますか。（総数：56）

34%

59%

7%

(1)     常にフィードバックしている。
(2)     時々フィードバックしている。
(3)     今までフィードバックしたことがない。

 

②      今後も（は），研究活動により得られた新しい知見等を
教育内容・方法へフィードバックしますか。（総数：56）

57%

43%

0%

(1)     積極的にフィードバックしたい。
(2)     機会があればフィードバックしたい。
(3)     フィードバックしない。

 

③      学生にフィードバックする場合，何年生以上が適切と
お考えですか。（総数：56）

2%
14%

21%

13%
2%

48%

(1)     専攻科生のみ (2)     ５年生以上

(3)     ４年生以上 (4)     ３年生以上
(5)     ２年生以上 (6)     全学年

 

④      フィードバックする内容はどのようなことですか。
＜複数回答可＞（総数：176）

48

27

48 45

8
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ル
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容

(5
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そ
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他

 

（出典 平成１６年度ＦＤ活動資料集） 
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（資料９－１－⑥－５） 

「研究成果の教育へのフィードバック事例（抜粋）」 

 

 

 

（出典 平成１６年度ＦＤ活動資料集） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生の積極的な研究活動への参加による研究の活性化が図られている。研究テーマの設定に関して

は地域連携協定のもと，地元産業界との交流の場が適切に設けられている。教育方法等に関する研究

も実施されている。学協会等で得られた知見等は多くの教員が学生にフィードバックしている。 
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観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

校内外におけるファカルティ・ディベロップメント（以下，ＦＤ）を実施するＦＤ委員（資料９－

２－①－１）はＦＤ活動を一覧として整理（前出資料５－４－①－１２）し，開示している。 

 

（資料９－２－①－１） 

「ＦＤ委員会規則」 

 

（出典 規則集１１４頁） 
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厚生補導担当職員研究会や共同研究発表会・交流会，ＪＯＩＮＴフォーラム等は毎年実施されてお

り，特に共同研究発表会（資料９－２－①－２）は平成１６年度で１４回(交流会は１５回)を数える。

また，地元の企業との連携強化を目的として，武生商工会議所については平成４年度から，鯖江商工

会議所については平成６年度から交流会が開催されている。これらのＦＤは内容に応じて学生にも周

知され参加が促されている。 

 

（資料９－２－①－２） 

「第１４回共同研究発表会プログラム（平成１６年度）」 

 

（出典 第１４回共同研究発表会・第１５回交流会プログラム） 

 

この他，文部科学省在外研究員や内地研究員，国際研究集会派遣研究員も積極的に派遣している。

豊橋技術科学大学及び長岡技術科学大学との間では交流人事の実績がある。 

以上の有益なＦＤの成果の記録は，ＦＤ活動資料集（資料９－２－①－３）としてまとめられ，開

示されている。 
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（資料９－２－①－３） 

「平成１６年度ＦＤ活動資料集の目次」 

 

目 次 

 

 

 ○ はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    １ 

 

 

 ○ 平成１６年度 FD 活動計画一覧表  

・全教職員または広範囲の教職員を対象とするもの ・・・・・・・・・  ２ 

・一部の教職員を対象とするもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ４ 

 

 

 ○ JABEE 自己点検書説明会  

      ・説明会資料    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６ 

    ・福井高専「環境生産システム工学」教育プログラム   ・・・・・・・    １７  

 

 

 ○ 公開授業に関する資料  

・公開授業に関する事項  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １９ 

・公開授業一覧表  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２４ 

・公開授業実施報告書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ２７ 

 

 

 ○ 教育の質の向上及び改善に関するアンケート 

    ・アンケート（様式）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３６ 

    ・アンケート集計結果  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３９ 

 

（出典 平成１６年度ＦＤ活動資料集）  

 

（分析結果とその根拠理由） 

校内外においてＦＤの機会が数多く設けられている。これらＦＤは教職員（内容に応じて学生に対

しても）に開示され，効果的に実施されている。ＦＤの内容は教育場面で必要な事項について幅広く

用意されている。各ＦＤへの参加率も高く，教職員全体のＦＤに対する意識の高さが表れている。永

年に渡って継続的に実施されているＦＤも多く，ＦＤ委員会発足とともにＦＤに関する記録（資料

集）が残されている。 
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観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

（観点に係る状況） 

ＦＤの教育への効果に関するアンケートが平成１７年１月に実施され，その集計結果が整理・開示

されている（資料９－２－②－１）。この中では，具体的な改善内容についても整理されている（資

料９－２－②－２）。 

 

（資料９－２－②－１） 

「平成１６年度ＦＤアンケート結果」 

 

FD が教育の質の向上及び改善に役に立ちましたか？（該当する箇所に○） 

ＦＤ名称（開催日） そう思う
どちらとも言

えない 
そう思わない 合計 

非常勤講師の先生方との懇談会（４月１３日） 10 11 1 22 

学生指導担当職員研修会（Ⅰ）（７月２２日） 4 30 1 35 

学生指導担当職員研修会（Ⅱ）（７月２８日） 5 29 0 34 

「技術士制度について」の講演会（６月２４日） 12 32 1 45 

ＪＡＢＥＥ自己点検書説明会（１０月２１日） 12 40 1 53 

ＪＡＢＥＥ特別講演会（１０月５日） 11 42 1 54 

職員のためのセクシュアル・ハラスメント防止に

関する講演会（１２月９日） 
9 22 1 32 

労働安全衛生に関する講演会（１１月１８日） 18 27 1 46 

校長裁量経費にかかる報告会（前年度分）（９月

１６日） 
15 27 0 42 

教員の授業達成度評価（１０月，３月） 20 31 0 51 

公開授業 4 27 0 31 

ＪＯＩＮＴ ＦＯＲＵＭ（６月１１日） 13 13 1 27 

第 14 回福井高専共同研究発表会（１２月３日） 8 13 0 21 

科学研究費補助金制度説明会（１０月８日） 16 15 3 34 

特許講習会（９月３０日） 6 21 2 29 

北信越工学教育協会第３回ＦＤ講演会 4 1 0 5 

日本設計工学会 北陸支部講演会（平成１７年

６月２６日） 
0 1 0 1 

福井県 IT フォーラム(2004,10/14,15) 0 1 0 1 

全 国 高 専 プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ン テ ス ト

(2004,10/9,10) 
0 1 0 1 

日数教 年会 0 1 0 1 

T3Japan 年会 0 1 0 1 

北陸地区 T3 0 1 0 1 

北四 0 1 0 1 

グラフ電卓研究会 0 2 0 2 

SPP 0 1 0 1 

表中の数値はアンケート回答者の総計であり，実際の参加者数とは異なります。 

  

（出典 平成１６年度ＦＤ活動資料集）  
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（資料９－２－②－２） 

「ＦＤが教育の質の向上及び改善に結びついた例」 

５－１ 

名 称：公開授業 

開催日：平成 16 年 10 月 26 日 

内 容：４Ｂコンクリート構造学Ⅰにて実施．話し方についての指摘が自分では気がついていないことであったので，こ

れ以降注意している．このように，他教員にみてもらい評価を受けることは，自分の気がついていないことを発見してい

ただくよい機会であるので，これからも実施したい． 

 

５－２ 

名 称：「技術士制度について」の講演会（６月２４日） 

開催日：平成１６年６月２４日 

内 容：技術士第一次試験に関して、県内の技術士会会員の方にその概要を伺った。ＪＡＢＥＥによる技術士第一次試験

免除も重要であるが、二次試験に向けてやはり、第一次試験を受けることの重要性を感じた。その結果、本年度、当研究

室の笹島君が建設部門で、担当科目である上下水道部門（環境衛生工学）で藤田君が合格を果たした。いずれも、専攻科

へ進学し、福井高専における研究活動に反映していく予定である。また。後輩への指導も検討中である。 

 

５－３ 

名 称：校長裁量経費にかかる報告会（前年度分） 

開催日：平成１６年９月１６日 

内 容：実験実習におけるアイデアを考えるきっかけとなった． 

 

５－４ 

名 称：「技術士制度について」 

開催日：平成１６年６月２４日 

内 容：技術に求められる継続教育の責務について，これを年間５０CPD とする内容を学生に伝えることで学生の学習意

欲の向上を促すきっかけとなった。 

  

（出典 平成１６年度ＦＤ活動資料集）  

 

公開授業については，参加した教員からの指摘事項の改善を確認することが規則で定められている。

また，基本理念（前出資料１－２－②－６，別添「学校要覧」冒頭）に基づき，地元産業界との交流

会が積極的に実施されており，卒業研究や特別研究成果が外部発表に結び付いている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

ＦＤが教育の質の向上及び授業の改善に結びついているかのアンケートが実施されている。また，

具体的な改善事例についても整理されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 本校の教育評価に関する取り組みは，教育点検・改善システムとして機能しており，自己点検結

果が適切に開示されている。また，今後も継続的に自己点検・評価報告書を作成することが決まって

いる。 

 

（改善を要する点） 

点検システムならびに改善システムが現状のかたちで整備されてから時間が経っておらず，システ

ムの持続的や健全性について完全に検証されているわけではない。今後，これらのシステムに従った

実績を蓄積の上，点検・評価を継続していくことが望まれる。 

 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

教育を点検・評価できるシステムが整備されており，このシステムに従って教育活動の実態を示す

データや資料が適切に蓄積され，適切に評価が行われている。評価方法は自己評価，相互評価，学生

からの評価，外部評価と多様であり，結果が的確にフィードバックされている。その成果として数報

の自己点検書を提出・開示しており，今後も継続的な自己点検の実施が定まっている。 

授業アンケート，学生支援アンケート，公開授業が行なわれており，学生の要望に対する回答が開

示されている。特に授業アンケート結果は，教員による分析・課題等を加筆した上で報告書として開

示されている。 

学外関係者からの意見聴取については不定期ではあるが実施され，開示されている。今後も継続的

にアンケートを実施することが予定されている。 

評価結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるシステムが整備されている。既に，教育課程等

の改善が進んでおり，公開授業による授業改善も積極的に，かつ適切に実施されている。 

個々の教員は，授業アンケート，公開授業等の評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図り，

学校として確認できる仕組みとなっている。 

学生の積極的な研究活動への参加による研究の活性化が図られている。研究テーマの設定に関して

は地域連携協定のもと，地元産業界との交流の場が適切に設けられている。教育方法等に関する研究

も実施されている。学協会等で得られた知見等は多くの教員が学生にフィードバックしている。 

校内外においてファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）の機会が数多く設けられている。これ

らＦＤは教職員に（内容に応じて学生に対しても）開示され，効果的に実施されている。ＦＤの内容

は教育場面で必要な事項について幅広く用意されている。各ＦＤへの参加率も高く，教職員全体のＦ

Ｄに対する意識の高さが表れている。永年に渡って継続的に実施されているＦＤも多く，ＦＤ委員会

発足とともにＦＤに関する記録（資料集）が残されている。 

ＦＤが教育の質の向上及び授業の改善に結びついているかのアンケートが実施されている。また，

具体的な改善事例についても整理されている。 

 


